
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
は
、
急

性
期
の
治
療
を
受
け
て
、
病
状
が
安
定
し
始

め
た
発
症
ま
た
は
手
術
後
か
ら
１
〜
２
ヶ
月

以
内
の
脳
血
管
疾
患
、
大
腿
骨
頚
部
骨
折
な

ど
の
下
肢
の
骨
折
、
肺
炎
等
治
療
中
の
安
静

に
よ
っ
て
体
力
が
低
下
し
た
（
廃
用
症
候
群
）

な
ど
で
、
機
能
回
復
や
日
常
生
活
で
必
要
な

動
作
の
改
善
・
向
上
が
見
込
め
、
寝
た
き
り

防
止
、
社
会
や
家
庭
復
帰
を
目
的
と
し
た
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
、
リ
ハ
ビ
リ
）
を

受
け
る
こ
と
が
出
来
る
病
棟
で
す
。（
入
院
対

象
と
な
る
疾
患
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
）

当
院
は
、
平
成
25
年
４
月
よ
り
16
床
の
回

復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
を
開
設
、
平
成
26
年
４

月
に
は
32
床
に
増
床
し
リ
ハ
ビ
リ
部
門
の
体

制
拡
充
を
図
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
集
中
的
で

効
果
的
な
リ
ハ
ビ
リ
が
出
来
る
様
に
な
り
ま

し
た
。

リ
ハ
ビ
リ
を
継
続
す
る
た
め
に
、
他
の
施
設

に
転
院
す
る
人
、
無
理
に
在
宅
復
帰
す
る
人

が
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
約
96
％
の
方
が
当
院

で
安
心
し
て
入
院
生
活
を
続
け
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
行
方
市
に

リ
ハ
ビ
リ
病
棟
が
出
来
た
こ
と
に
よ
り
、
近
隣

地
域
（
鉾
田
・
潮
来
・
行
方
・
鹿
嶋
）
の
人
が

自
宅
に
近
い
当

院
へ
、
入
院
を

希
望
し
て
来
る

人
が
増
え
て
い

ま
す
。

現
在
の
施

設
基
準
は
、
回

復
期
リ
ハ
ビ
リ

病
棟
入
院
基

本
料
３
を
取

得
し
て
、
稼
動

率
は
約
85
％
、

入
院
疾
患
の

割
合
は
、
整
形

外
科
疾
患
が

約
85
％
、
脳
血
管
疾
患
が
10
％
、
そ
の
他
５
％

の
患
者
さ
ん
が
入
院
し
て
い
ま
す
。

担
当
職
員
は
、
医
師
、
看
護
師
、
看
護
補

助
者
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語

療
法
士
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
薬

剤
師
、
管
理
栄
養
士
、
医
療
事
務
等
で
、
各

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
情
報
の
共
有
を
し
て
、
他

職
種
合
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
開
催
や
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
患
者
・
ご
家
族
様
が
安

心
し
て
効
果
的
な
リ
ハ
ビ
リ
を
さ
れ
て
ご
自

宅
に
帰
る
こ
と
を
目
標
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

病
棟
の
雰
囲
気
は
、
急
性
期
一
般
病
棟
で

は
味
わ
え
な
い
、
明
る
く
て
見
晴
ら
し
の
良

い
５
階
南
病
棟
で
、
穏
や
か
で
家
庭
的
な
過

ご
し
や
す
さ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
一
日
の

過
ご
し
方
も
、
ご
自
宅
に
い
る
よ
う
に
寝
衣

か
ら
日
常
着
に
着
替
え
、
病
室
に
居
る
だ
け

で
な
く
、
テ
レ
ビ
を
観
た
り
、
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
を
し
て
デ
イ
ー
ル
ー
ム
で
過
ご
す
時

間
が
多
く
な
る
よ
う
に
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
が
専
門
知
識
を

取
り
入
れ
た
、
誰
で
も
出
来
る
体
操
を
指
導

し
て
く
れ
、
笑
顔
で
患
者
さ
ん
と
共
に
職
員

も
楽
し
く
寄
り
添
っ
て
い
ま
す
。
病
棟
で
の

日
常
生
活
動
作
の
向
上
が
、
寝
た
き
り
防
止

や
リ
ハ
ビ
リ
に
な
る
よ
う
に
、
ひ
と
り
一
人

の
患
者
さ
ん
に
合
わ
せ
た
、
計
画
的
な
リ
ハ

ビ
リ
を
ほ
ぼ
毎
日
（
休
日
以
外
）
行
い
ま
す
。

看
護
職
員
は
、
患
者
さ
ん
の
退
院
後
の
生
活

に
向
け
た
日
常
生
活
行
動
（
食
事
、
更
衣
、

排
泄
、
入
浴
、
移
動
、
会
話
な
ど
）
の
支
援

を
し
、
リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
な
時
期
に
適
切
な

リ
ハ
ビ
リ
が
行
え
る
よ
う
に
定
期
的
な
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
い
協
力
し
て
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
の
ゴ
ー
ル
が
見
え
る
と
、
退
院

後
の
患
者
さ
ん
を
支
え
る
家
族
の
力
が
大
き

く
、
生
活
現
場
を
知
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
退
院
前
の
他
職
種
合
同
の
家

庭
訪
問
の
実
施
や
外
泊
・
外
出
を
し
て
病
院

外
で
の
歩
行
練
習
、
生
活
の
安
全
性
を
体
感

し
て
い
た
だ
き
退
院
の
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
、
多
種
多
彩
な
問

題
解
決
の
た
め
に
地
域
で
の
チ
ー
ム
体
制
が

取
れ
る
シ
ス
テ
ム
の
相
談
も
医
療
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
が
中
心
に
受
け
て
い
ま
す
。

今
後
更
に
、
充
実
し
た
病
棟
を
目
指
し
た

い
と
職
員
一
同
協
力
し
て
行
き
ま
す
。

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
に
つ
い
て
、
ご
質

問
や
見
学
な
ど
い
つ
で
も
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

看
護
副
部
長　

須
藤
礼
子

発行 平成26年9月25日

第 ３9 号
Namegata District General Hospital

JA茨城県厚生連　なめがた地域総合病院広報誌病院だより

明日のなめがた

1. 脳血管疾患、脊髄損傷、頭部外傷、くも膜下出血の
シャント術後、脳腫瘍、脳炎、急性脳症、脊髄炎、多
発性神経炎、多発性硬化症、腕神経叢損傷等の発症
後もしくは手術後、または義肢装着訓練を要する状態
・ 発症または手術後2ヶ月以内が回復期リハ病棟
に移れる対象
・入院期間は最長150日
・高次脳障害を伴う場合などは180日

2. 大腿骨、骨盤、脊椎、股関節または膝関節の骨折、
または2肢以上の多発骨折の発症後もしくは手術
後の状態
・ 発症または手術後2ヶ月以内が回復期リハ病棟
に移れる対象
・入院期間は最長90日

3. 外科手術または肺炎等の治療時の安静により廃
用症候群を有しており手術後または発症後の状態
・ 発症または手術後2ヶ月以内が回復期リハ病棟
に移れる対象
・入院期間は最長90日

4. 大腿骨、骨盤、脊椎、股関節または膝関節の神経、
筋または靱帯損傷後の状態
・ 損傷後1ヶ月以内が回復期リハ病棟に移れる対象
・入院期間は最長60日

5. 股関節または膝関節の置換術後の状態
・術後1ヶ月以内が回復期リハ病棟に移れる対象
・入院期間は最長90日

〈参考〉入院対象となる疾患と
最長入院期間

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
の
ご
紹
介



当
院
で
は
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
（SA

S:Sleep A
pnea 

Syndrom
e

）
の
簡
易
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
始
め
ま
し
た
。

Ｓ
Ａ
Ｓ
と
は
10
秒
以
上
呼
吸
が
止
ま
る
無
呼
吸
が
１
時
間
に

５
回
以
上
繰
り
返
さ
れ
る
病
気
で
す
。
充
分
な
睡
眠
を
と
っ

て
い
る
つ
も
り
で
も
無
呼
吸
の
状
態
で
は
、
脳
や
体
に
負
担

が
か
か
っ
て
し
ま
い
質
の
良
い
睡
眠
を
と
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
。
そ
の
結
果
、
起
床
時
に
頭
痛
が
し
た
り
、
日
中
の
強

い
眠
気
や
倦
怠
感
を
生
じ
ま
す
。習
慣
性
の
強
い
い
び
き
も
症
状
の
ひ
と
つ
で
す
。

ま
た
放
っ
て
お
く
と
高
血
圧
や
心
臓
循
環
障
害
、
脳
循
環
障
害
な
ど
に
陥
る
と
い

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
検
査
は
簡
単
で
自
宅
で
お
休
み
に
な
る
際
に
指
と
鼻
に
セ
ン

サ
ー
を
取
り
付
け
、小
型
の
機
械
を
装
着
し
一
晩
睡
眠
を
と
る
だ
け
で
出
来
ま
す
。

Ｓ
Ａ
Ｓ
を
疑
う
よ
う
な
症
状
が
あ
る
場
合
、
病
院
を
受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。
検
査
は
予
約
制
で
す
が
機
械
が
空
い
て
い
れ
ば
、
当
日
で
も
検
査
は

可
能
で
す
。

検
査
部　

伊
勢
澤
真
里
子

部　 署 氏　名 年　月 学　会　名 部　 署 氏　名 年　月 学　会　名

眼 科 井口　　綾 2014年4月
第34回国際眼科学会
第29回アジア太平洋眼科学会
第118回日本眼科学会総会

内 科 小田　有哉 2014年5月 第17回日本臨床救急医学会総会･学術集会

眼 科 浅野　宏規 2014年4月
第34回国際眼科学会
第29回アジア太平洋眼科学会
第118回日本眼科学会総会

救 急 科 小山　完二 2014年6月 第17回日本臨床救急医学会総会･学術集会

外 科 平沼　　進 2014年4月 第114回日本外科学会定期学術集会 病 理 黒岩　俊彦 2014年6月 第55回日本神経病理学会総会学術研究会

内 科 石橋　　肇 2014年4月 第111回日本内科学会講演会 整 形 清水　　顕 2014年6月 第51回日本リハビリテーション医学会
学術集会

病 理 黒岩　俊彦 2014年4月 第103回日本病理学会総会 脳 外 科 大木　　純 2014年6月 第29回日本脊髄外科学会

内 科 石橋　　肇 2014年4月 第100回日本消化器病学会総会 整 形 清水　　顕 2014年6月 第17回水と健康医学研究会

内 科 髙部　和彦 2014年4月 第54回日本呼吸器学会学術講演会 脳 外 科 石和田宰弘 2014年6月 第29回日本脊髄外科学会

内 科 石橋　　肇 2014年5月 第5回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会 脳 外 科 大木　　純 2014年6月 第26回日本頭蓋底外科学会

内 科 石橋　　肇 2014年5月 第87回日本消化器内視鏡学会総会 脳 外 科 石和田宰弘 2014年6月 第26回日本頭蓋底外科学会

脳 外 科 石和田宰弘 2014年5月 第34回日本脳神経外科コングレス総会 脳 外 科 石和田宰弘 2014年6月 第31回脳神経外科生涯教育研修会

脳 外 科 田畑　　均 2014年5月 第34回日本脳神経外科コングレス総会 内 科 小田　有哉 2014年6月 第28回日本外傷学会総会･学術集会

脳 外 科 大木　　純 2014年5月 第34回日本脳神経外科コングレス総会 眼 科 浅野　宏規 2014年7月 第29回JSCRS学術総会

整 形 梶原　将也 2014年5月 第87回日本整形外科学会学術総会 脳 外 科 田畑　　均 2014年7月 第41回関東農村医学会学術総会

整 形 清水　　顕 2014年5月 第87回日本整形外科学会学術総会 外 科 飯塚　一郎 2014年7月 第69回日本消化器外科学会総会

皮 膚 科 岸本　　浩 2014年5月 第113回日本皮膚科学会総会 内 科 湯原　孝典 2014年8月 基盤型教育セミナーFun SimJ

脳 外 科 石和田宰弘 2014年5月 第42回日本小児神経外科学会・教育セミナー 内 科 小田　有哉 2014年8月 救急総合内科セミナー

皮 膚 科 岸本　　浩 2014年5月 第6回日本静脈経腸栄養学会
首都圏支部会学術集会

医 師 学 会 活 動 記 録 2014年4月～2014年8月

部　 署 氏　名 年　月 学　会　名 部　 署 氏　名 年　月 学　会　名

臨床工学部 浅野　和志 2014年5月 第24回日本臨床工学会 看 護 部 青田　典子 2014年7月 第41回関東農村医学会学術総会

臨床工学部 山口　克樹 2014年6月 第59回日本透析医学会学術集会・総会 看 護 部 廣瀬　明美 2014年7月 第41回関東農村医学会学術総会

臨床工学部 大内　智之 2014年6月 第89回日本医療機器学会大会 看 護 部 冨田早百合 2014年7月 第41回関東農村医学会学術総会

リハビリ 藤田　義隆 2014年7月 第64回日本病院学会 放射線部 石橋　一希 2014年7月 第41回関東農村医学会学術総会

学会活動記録（コメディカル） 2014年4月～2014年8月

睡眠自己チェック
　下記のような状況で、「うとうと」したり眠り込んでし
まうことがどれくらいありますか？最近の生活をふり返っ
て感じたままにお答えください。

・座って読書をしているとき ………………………………□
・テレビを見ているとき ……………………………………□
・公の場で座って何もしないとき（観劇や会議など） ……□
・1時間続けて車に乗せてもらっているとき ……………□
・状況が許す場合で、午後横になって休息するとき ……□
・座って人と話しているとき ………………………………□
・アルコールを飲まずに昼食をとった後、静かに座っているとき …□
・車を運転中、交通渋滞で2～3分停止しているとき …□
〈点数の結果〉
1～  4点…十分な睡眠がとれています。
5～10点…平均的な点数です。
11 点以上…眠気が強く、医師の診察を受けた方がよいでしょう

０＝居眠りすることはない ２＝ときどき居眠りしてしまう

１＝たまに居眠りしてしまう ３＝居眠りしてしまうことが多い

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
に
つ
い
て



無 料

なめがた地域総合病院

●日時：平成26年7月より
 毎週火曜日
 15：00～16：30
●場所：正面玄関入口付近
●内容： 健康面で気になる症状、食事や

生活のこと、介護方法のコツな
どなんでもお尋ね下さい。

10
月
13
日
は
【
さ
つ
ま
い
も
の
日
】
で

す
。
皆
さ
ん
ご
存
じ
で
し
た
か
？

な
ぜ
こ
の
日
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
、
皆
さ
ん
も
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
「
栗
（
九
里
）
よ
り
（
四
里
）
う
ま
い

十
三
里
（
９
＋
４
＝
13
）」
の
「
十
三
里
」

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
は
さ
つ
ま
い
も

の
異
名
で
、
江
戸
か
ら
十
三
里
（
約
52
㎞
）
離
れ
た
所
に
あ
る

川
越
の
さ
つ
ま
い
も
が
お
い
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
言

葉
で
す
。
そ
こ
か
ら
川
越
芋
の
友
の
会
が
、
さ
つ
ま
い
も
が
旬

で
あ
る
10
月
に
、
こ
の
日
を
記
念
日
に
制
定
し
ま
し
た
。

元
々
さ
つ
ま
い
も
は
、
中
南
米
が
原
産
地
で
す
。
１
２
０
０

年
前
に
は
、す
で
に
中
央
ア
ル
プ
ス
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

日
本
に
は
今
か
ら
４
０
０
年
ほ
ど
前
、
中
国
か
ら
琉
球
（
今
の

沖
縄
県
）
に
伝
わ
り
、
琉
球
か
ら
薩
摩
（
今
の
鹿
児
島
県
）
に

伝
わ
り
ま
し
た
。
薩
摩
で
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
、
全

国
に
広
ま
っ
た
の
で
「
さ
つ
ま
い
も
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
今
で
は
、
さ
つ
ま
い
も
生
産
量
全
国
二
位
が
茨
城

県
で
す
。
そ
の
中
で
も
行
方
は
、有
数
の
産
地
に
な
り
ま
し
た
。

さ
つ
ま
い
も
は
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物
繊
維
を
た

く
さ
ん
含
ん
だ
食
べ
物
で
す
。
ま
た
、

お
な
か
の
中
で
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
が
増

え
て
腸
内
環
境
を
整
え
て
く
れ
ま
す
。

調
理
師
の
お
す
す
め
料
理
と
し
て
、

さ
つ
ま
い
も
の
コ
ロ
ッ
ケ
は
い
か
が

で
す
か
？
具
材
の
肉
を
ツ
ナ
に
す
る

の
も
お
い
し
い
で
す
。
さ
つ
ま
い
も

が
主
菜
に
な
る
一
品
で
す
。

食
欲
の
秋
、
10
月
13
日
は
旬
の
さ
つ
ま
い
も
を
取
り
入
れ
た

料
理
を
作
り
食
卓
を
囲
み
な
が
ら
、
さ
つ
ま
い
も
の
ル
ー
ツ
を

話
す
の
も
楽
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

栄
養
部　

調
理
師   

新
堀
久
男

茨城県救急医療
功労賞受賞

看護師による健康相談コーナー常設

病院からのお知らせ

●第1回　6月21日㈯
　→終了しました
●第2回　8月16日㈯
　→終了しました
●第3回　10月18日㈯
　　ピロリ菌について
●第4回　12月20日㈯
　　喘息について
●第5回　2月 21日㈯
　　腰痛体操をしよう！

【場所】なめがた地域総合病院
 3 階会議室
【時間】10 時～11時
【参加費無料】
どなたでも参加できます。
詳細は、開催予定前月のポスタ
ーをご覧ください。
〈看護部  健康管理委員会〉

平成26年 健康教室開催予定表

10
月
13
日
は

さ
つ
ま
い
も
の
日

藤井麻酔科部長と今喜多看護
副部長が、平成 26 年度茨城救急
医療功労賞を受けました。



■受付時間／（平日）8時30分～11時30分　（土）8時30分～11時00分まで　　■毎月第2・4土曜日は休診です
平成26年９月1日～

科 診察室 月 火 水 木 金 土

内　科

１診 石橋（消化器） 湯原（膠原病） 湯原（膠原病） 儘田（神経） 湯原（膠原病） 浅島（膠原病）
２診 高部（呼吸器内科） 高部（呼吸器内科） 星（循環器予約） 高部（呼吸器内科） 渥美（循環器予約） 湯原（膠原病）

３診 秋山（循環器予約） 小田（総合） 第1・3神山／第2・4今井
（糖・内分泌予約） 小田（総合） 小田（総合）

４診 栗田（血液） 浅島（膠原病） 石橋（消化器）
５診

小　児
１診 土浦協同病院より 筑波大 土協より（12・26日）
２診 太　田 太　田 太　田 太　田 福　島 太　田
３診

外　科 １診 滝　口 李・飯塚（交替） 飯　塚 平　沼 飯　塚 飯　塚
２診 李 李 李

脳　外 １診 大　木 田　畑 石和田 田　畑 田　畑 田　畑
２診 大　木 石和田 大　木

整　形 １診 亀　田 亀　田 亀　田 梶　原 植　村 梶　原
２診 清　水 清　水 梶　原 清　水 2診 交代制新患・急患のみ 第1.5 清水／第3 亀田

婦　人 １診 土浦協同病院より 大久保 横　田
皮　膚 １診 岸　本 岸　本 岸　本 岸　本 岸　本
泌尿器 １診 酒　井 酒　井 酒　井

眼　科 １診 浅　野 浅野第2・4・5のみ 10：30
まで

浅　野 浅　野
２診 井　口 井　口 井　口 井　口 浅　野 井　口

耳　鼻 １診 谷 田　渕
ペイン １診 藤　井 藤　井 禁煙外来（予約制）

透　析 午前 湯　原 永　井 石　橋 小　田 森　戸 1・3・5　高　部 
午後 高　部 植田／石橋 小　田 （第2・4）oncall

月 火 水 木 金 土
午前 外科　胃内視鏡／飯塚 内科　胃内視鏡／石橋 内科　胃内視鏡／石橋 外科　胃内視鏡／李
午後 外科　大腸内視鏡／飯塚 内科　大腸内視鏡／土浦より 内科　大腸内視鏡／石橋

科 診察室 月 火 水 木 金
内　科 １診 予約（消化器）石橋

３診 予約（神経）儘田
４診

外　科 ２診 小児外科（5/15～）
整　形 １診 予約（脊・スポ）第2・4
眼　科 １診 予約のみ 予約のみ 予約のみ 予約のみ 予約のみ
皮　膚 １診 岸　本
泌尿器 １診 （第2・4）石丸予約のみ 
耳　鼻 １診 予約のみ 田　渕

午後（一般外来） 

（火）皮／14：00～16：00
（水）泌／13：00～14：30
（木）耳／13：30～15：30
（木）小児外科／
 13：30～16：30

午後（予約） 

（水）整／14：00～16：00
 脊椎及び
 スポーツ外来

月 火 水 木 金
1診 2診 3診 1診 2診 3診 1診 2診 3診 1診 2診 3診 1診 2診 3診

14時 慢性疾患
予防接種（予約制）

予防接種 
（予約制）

10～12月インフル
エンザ予防接種

乳児健診
（予約制）

15時 一般外来
（太田）

一般外来
（筑波大）

一般外来
（太田）

一般外来
（太田）

一般外来
（太田）

16時 慢性疾患
予防接種（予約制）

予防接種 
 （予約制）

10～12月インフル
エンザ予防接種

循環器
（予約制）

※午後の一般外来は13:30～15:30受付

み
な
さ
ん
の
栄
養
失
調
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
ど
う
で
し
ょ

う
か
？
こ
の
飽
食
の
時
代
に
何
を
？
と
思
う
方
も
た
く
さ

ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
で
は
約

3
分
間
に
1
人
の
割
合
で
太
も
も
の
骨
を
骨
折
し
て
い
る

人
が
い
ま
す
。
こ
の
骨
折
に
は
実
は
栄
養
不
良
が
関
係
し

て
い
ま
す
。
栄
養
不
良
と
い
っ
て
も
、
見
た
目
に
は
栄
養

状
態
は
そ
れ
ほ
ど
悪
く
な
い
方
が
ほ
と
ん
ど
で
、
検
査
を

し
て
初
め
て
わ
か
る
、
と
い
う
『
か
く
れ
栄
養
不
良
』
の

方
が
多
い
の
で
す
。
こ
れ
が
、
現
代
版
の
『
栄
養
失
調
』

で
す
。
最
近
の
医
療
の
世
界
で
は
こ
れ
を
含
め
、
栄
養
不

良
の
状
態
の
こ
と
を
ま
と
め
て
『
低
栄
養
』
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
低
栄
養
に
な
る
と
、
気
が
つ
か
な
い
う
ち
に
体
力

が
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
筋
力
が
低
下
し

転
倒
し
て
し
ま
っ
た
り
、
免
疫
力
が
低
下
し
肺
炎
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
治
療
中
の
病
気
や
怪
我

が
悪
化
し
た
り
、
長
引
い
た
り
と
い
い
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
当
院
で
は
、
医
師
・
看
護
師
・
管
理
栄
養

士
・
薬
剤
師
・
臨
床
検
査
技
師
・
言
語
聴
覚
士
が
協
力

し
て
、『
低
栄
養
』
の
患
者
さ
ん
に

し
っ
か
り
栄
養
を
つ
け
て
も
ら
う
た

め
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
（N

utrition S
upport 

T
eam
:

栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
）
が

活
動
し
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
栄
養
状
態
は
一
人
ひ

と
り
千
差
万
別
で
す
。
必
要
と
す
る

栄
養
の
量
は
ど
れ
く
ら
い
か
、
ど
の

よ
う
に
し
て
栄
養
を
と
る
の
か
は
、

患
者
さ
ん
の
様
子
や
病
気
の
内
容
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
栄
養
状
態
が

悪
い
と
治
る
病
気
も
治
ら
ず
、
ま
た

余
計
な
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
原
因

に
も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
こ
で
、

患
者
さ
ん
の
状
態
に
応
じ
て
適
切
な

栄
養
管
理
を
行
う
栄
養
サ
ポ
ー
ト
が

必
要
な
の
で
す
。

Ｎ
Ｓ
Ｔ
専
門
療
法
士　

菅
谷
弥
生

隠
れ
た　
　
　
　
　

に

気
を
つ
け
よ
う
!!

栄

養

不

良


